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照明計画の際、その照明効果が適切であることはもちろんのこと、その経済性についても十分考慮

しなければなりません。同様の照明効果が期待できる照明計画が複数案考えられる場合は、経済比

較を行い照明計画を検討する必要があります。

ここでは、「(一社)日本照明工業会 技術資料114 照明経済計算方法(1996)」に基づいた計算方法

を説明します。ただし、価格や数値がはっきりしているものについてはその値を採用してください。

照明施設の経済比較は、原則として平均照度当たりの１年間の照明費によります。これは1ℓx当た

り

を得るためにかかる費用のことで、この値が小さいほど経済的といえます。ただし、施設によっては年

間照明費で判断した方がよい場合もあります。

1ℓx当たりの照明費＝照明費／平均照度

照明費＝固定費＋年間電力費＋維持費

固定費＝光源を除いた設備費×償却係数(0.14)

設備費＝照明器具費＋光源費＋安定器費＋取付費＋配線工事費

（1）配線工事費

配線工事費は分電盤以降（分電盤含む）の1灯当たりの配線費と工事費の合計となります。照明の

所要電力の比率が大きくなる場合は電源トランスも含めてください。表1.1～1.3に標準的な取付配線

費（含工事費）を示します。LEDの場合はHIDと同様とします。

4.1.1
基本計算式
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表1.1 蛍光灯器具の配線取付単価
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（参考文献 (一社)日本照明工業会：技術資料114 照明経済計算方法 （1996））

器具の種類
設計照度（ℓx）

500 未満 500 以上

直付形 32形×2 18,000 15,000

埋込形 32形×2 23,000 21,000

直付形 40形×2 19,000 15,000

埋込形 40形×2 27,000 24,000

直付形 110形×1 33,000 28,000

埋込形 110形×1 48,000 40,000

直付形 110形×2 41,000 35,000

埋込形 110形×2 59,000 51,000

（備考）対象としたランプ種別は次の通りです。（以下同様）

32形：FHF32,40形：FLR40S,FLR40S/36,110形：FLR110H,FLR110H/100

表1.2屋内照明用HIDの配線取付単価

器具の種類（光源光束による分
類）

設計照度（ℓx）

500 未満 500 以上

20000 lm 未満 48,000 34,000

20000 lm 以上 40000 lm 未満 70,000 50,000

40000 lm 以上 80000 lm 未満 116,000 81,000

80000 lm 以上 137,000 96,000

（参考文献 (一社)日本照明工業会：技術資料114 照明経済計算方法 （1996））
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年間電力費は、次の式により求める事ができます。

年間電力費＝消費電力（kW）×数量（台）×年間点灯時間（h）×電気料金（円/kWh）

（1）消費電力

白熱電球、ハロゲン電球、電源内蔵形LEDランプ及び一体形LED照明器具は、消費電力そのまま

で計算できますが、電源別置形LEDランプ、蛍光ランプ及びHIDランプは、安定器損失分も含めて消

費電力とします。LEDによく見られる初期照度補正機能付の照明器具は、消費電力が年々変化して

いくので、消費電力の平均値を用います。

（2）年間点灯時間

施設によって点灯時間は種々ですが、特に指定がない場合は表1.4を採用してください。

（3）電気料金

電力会社、契約種別、使用電力量によって異なりますが、経済計算に用いる電力料金は、表1.5を

採用してください。

維持費は、次の式によって求める事ができます。

維持費＝交換ランプ費＋ランプ交換人件費＋照明器具清掃費＋修繕補修費

（1）交換ランプ費

集団交換の場合の交換ランプ費は次によります。集団交換とは不点ランプはそのままで、保守時点

で全てのランプを一斉に交換する方式です。ランプ交換の時期は、ランプの定格寿命の70％として計

算する場合もあります。

交換ランプ費＝光源単価×年間ランプ交換数

年間ランプ交換数＝年間点灯時間×総使用本数÷ランプの定格寿命（×0.7）

4.1.2
年間電力費

4.1.3
維持費
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表1.4 年間点灯時間
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使用場所 年間点灯時間

グラウンド 600 （3時間／日）

体育館／会議室 1500 （5時間／日）

住宅（居間） 2000 （5.5時間／日）

事務所／店舗／工場（一般） 3000 （10時間／日）

道路 4000 （11時間／日）

工場（2交替） 5000 （17時間／日）

工場（全日操業） 8000 （約24時間／日）

表1.5 電力料金

非住宅用照明器具 25円/kWh（税抜）

表1.3 屋外スポーツ照明用HIDの配線取付単価

器具の種類 単価

投光器 330,000

（参考文献 (一社)日本照明工業会：技術資料114 照明経済計算方法 （1996））

（参考文献 (一社)日本照明工業会：ガイドA139 電力料金および年間点灯時間の表示に関するガイドライン （2020））

（参考文献 (一社)日本照明工業会：ガイドA139 電力料金および年間点灯時間の表示に関するガイドライン （2020））

単位 円／台
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（2）ランプ交換人件費・照明器具清掃費

表1.6～表1.9に示します。LEDの場合はHIDと同様とします。
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表1.6 ランプ交換人件費

表1.8 器具清掃費（取付高3.5m以上）
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ランプ使用場所
ランプ

取付高さ

ランプの種類
HID

ランプ蛍光ランプ
32W

蛍光ランプ
40W

蛍光ランプ
110W

事務所・工場
3.5m未満 200円 200円 400円 800円

3.5m以上 400円 400円 800円 1,100円

屋外スポーツ施設

10m以下 － － 1,900円

20m以下 － － 3,900円

30m以下 － － 11,000円

（備考）国道等の道路照明器具の場合は、1灯当たり19,000円とします。

照明器具の

種類

ランプの種類

蛍光ランプ
HID

ランプ32W

×2

40W

×1

40W

×2

40W

×3

110W

×1

110W

×2

露出形 1,150円 900円 1,150円 1,800円 1,800円 2,250円

850円下面開放形 1,500円 1,150円 1,500円 2,250円 2,250円 2,950円

カバー付き形 2,250円 1,800円 2,250円 3,450円 3,450円 4,450円

照明器具の

種類

ランプの種類

蛍光ランプ
HID

ランプ32W

×2

40W

×1

40W

×2

40W

×3

110W

×1

110W

×2

露出形 1,800円 1,350円 1,800円 2,650円 2,650円 3,450円

1,100円下面開放形 2,250円 1,800円 2,250円 3,450円 3,450円 4,450円

カバー付き形 3,450円 2,650円 3,450円 5,250円 5,250円 6,800円

（備考）国道等の道路照明器具の場合は、1灯当たり12,500円とします。

表1.7 器具清掃費（取付高3.5m未満）

表1.9 スポーツ照明の清掃費

照明器具 取付高 清掃費

投光器

10m 以下 1,850 円

20m 以下 3,900 円

30m 以下 11,000 円

（参考文献 (一社)日本照明工業会：技術資料114 照明経済計算方法 （1996））

（参考文献 (一社)日本照明工業会：技術資料114 照明経済計算方法 （1996））

（参考文献 (一社)日本照明工業会：技術資料114 照明経済計算方法 （1996））

（参考文献 (一社)日本照明工業会：技術資料114 照明経済計算方法 （1996））
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（3）修繕補修費

使用期間中に発生する透光性カバー、ソケットの破損、安定器交換等の照明器具補修費並びに配

線補修費として、年間で、ランプ、グロースタータを除いた設備費の１％（0.01）を見積ります。

（1）照明器具の耐用年限

一般的な使用条件のもとで安全性及び経済性を考慮に入れた耐用年限を表1.10に示します。LED

を長時間使用すると、経年劣化による発火／発煙／感電などの原因になるため、長くても１５年間ま

で計算します。

4.1.4
経済年限
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適正交換時期 8 ～ 10 年

耐用の限度 15 年

表1.10 耐用年限

（注記1）この表における適正交換時期及び耐用の限度の年数は、

施設で使用する場合は1日10時間・年間3000時間の点灯を基準とする。

（注記2）LEDモジュール寿命のみを表示した場合、照明器具の耐用年数の取り扱いは

LEDモジュール寿命に関わらず、一般用照明器具と同様とする。

LEDモジュール寿命はLEDモジュールと制御装置を組合せたものとする。

（注記3）一般的使用条件と異なる場合、耐用年限は表1.10より短くなることがある。

（参考文献 (一社)日本照明工業会：ガイド111 建築物等に設置する照明器具の耐用年限 （2012））
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工場照明において、セード（HIDランプ）とLED高天井照明器具の経済比較を行った例を表1.11に示し
ます。

4.1.5
経済比較計算例
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表1.11 経済比較表（例）
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照明設備は長時間使用しますと、光源自体の光束の低下や、器具表面の汚れ、室内面の汚れに

よって照度が徐々に低下してきます。このような照度の低下を補うため照明計算の中に各種の状況

を想定した補正係数（保守率）を加え、その設備に必要な照度（維持照度）より高い値を計画します。

保守率の算定手順は以下のようになります。

清掃間隔を年1回としたときの標準的保守率を表2.5～表2.7に示します。

<計算例>

・照明器具交換時間 ：40000時間

・40000時間点灯時の光束維持率 ：70％

・清掃間隔 ：1回/年

・照明器具の種類 ：完全密閉形

・周囲環境 ：普通

①光源の設計光束維持率（Ml）の決定

Ml ＝ 0.70

②器具の設計光束維持率（Md）（表2.4より）

Md ＝ 0.95

③保守率を求める

M ＝ Ml×Md ＝ 0.70×0.95 ＝ 0.67

4.2.1
保守率（M）の算定
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１ 使用光源の
交換時間の設定
（図2.1～図2.4）

２ 周囲環境の選定
（表2．1）

３ 照明器具の選定
（表2．2～表2.4）

４ 照明器具の
清掃間隔の設定

５ 保守率（M）を
算出する

周囲環境を表2.1により分類し定める。

清掃間隔に応じた照明器具の設計光束維持率（Md）を図2.5か

ら読み取る。

M ＝ Ml × Md

4-6

光源の設計光束維持率（Ml）の決定
<HID>
図2.1～2.3より点灯時間に応じた数値を読み取る
<LED>

使用する照明器具の光束維持率データがある場合は、そのデータか
ら点灯時間に応じた数値を読み取る。使用する照明器具の光束維持
率データがない場合は、図2.4から点灯時間に応じた数値を読み取る。

<HID>
照明器具の設計光束維持率曲線（図2.5）のカテゴリー（A～H）を

表2.2より定める。
<LED>

照明器具の設計光束維持率曲線（図2.5）のカテゴリー（A～H）を
表2.3、表2.4より定める。
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図2.1 白熱電球の設計光束維持率曲線（Ml）

図2.2 蛍光ランプの設計光束維持率曲線（Ml）

図2.3 HIDランプの設計光束維持率曲線（Ml）
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点灯時間 ( )内の数値は、高圧ナトリウムランプの点灯時間を示しています。

（参考文献 （一社）照明学会：技術指針JIEG-001 照明設計の保守率と保守計画 第3版 （2005））

（参考文献 （一社）照明学会：技術指針JIEG-001 照明設計の保守率と保守計画 第3版 （2005））

（参考文献 （一社）照明学会：技術指針JIEG-001 照明設計の保守率と保守計画 第3版 （2005））

一般照明用電球Lw ミニクリプトン電球LDS

ハロゲン電球JD

ラピッドスタートFLR

コンパクトFHT
（参考）

電球形EFA

高周波点灯FHF

蛍光水銀ランプHF

メタルハライドランプ(低始動電圧形) ML

メタルハライドランプM

高圧ナトリウムランプNH
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図2.4 LEDの設計光束維持率曲線（Ml）
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周囲環境
屋内外区分

良 い 普 通 悪 い

屋
内

・じんあいの発生が少な
く常に室内の空気が清
浄に保たれている場所
（例）電子計算機室、電
話交換室、製図室、精
密機械・電子部品の製
造・組立工場、検査室、
製薬室、分煙された施
設

・一般に使用される施設、場所
（例）待合室、集会室、事務室、
観客席、コンコース、ロビー、店
内全般、展示陳列室、体育館
・水蒸気、じんあい、煙などが
それほど多く発生しない場所
（例）制御室、電気室、選別包
装室、軽い組立工場、倉庫
・住宅一般

・水蒸気、じんあい、煙な
どを多量に発生する場所
（例）金属、機械、自動車、
化学、セメント、ゴム、繊
維、バルブ、ガラス、出版、
印刷、造船などの製造・
組立工場、厨房、調理室、
室内駐車場

屋
外

・都市郊外、住宅地域の
ようにじんあい、煙、ス
スの発生がない場所
（例）運動場、競技場、
庭園、広場、公園

・都市部、道路隣接地帯のよう
にじんあい、煙、ススなどの発
生がある場所
（例）商店街、駅前広場、空港
広場、駐車場、コンテナヤード、
車両操作場、資材置場、自動
車ターミナル、一般道路

・重工業地帯のようにじ
んあい、煙、ススなどの
発生が多い場所
（例）重工業地帯の道路、
車両操作場、資材置場、
自動車ターミナル、その
他の屋外施設、幹線道路、
トンネル

表2.1 周囲環境の分類
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図2.5 照明器具の設計光束維持率曲線（Md）
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（参考文献 （一社）照明学会：技術指針JIEG-001 照明設計の保守率と保守計画 第3版 –ＬＥＤ対応増補版-（2013））

（参考文献 （一社）照明学会：技術指針JIEG-001 照明設計の保守率と保守計画 第3版 –ＬＥＤ対応増補版-（2013））

（参考文献 （一社）照明学会：技術指針JIEG-001 照明設計の保守率と保守計画 第3版 –ＬＥＤ対応増補版-（2013））
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表2.3 分離形LED照明器具の種類と周囲環境との組合わせ（清掃回数：年1回）

表2.4 一体形LED照明器具の種類と周囲環境との組合わせ（清掃回数：年1回）

（参考文献 （一社）照明学会：技術指針JIEG-001 照明設計の保守率と保守計画 第3版 –ＬＥＤ対応増補版-（2013））

（参考文献 （一社）照明学会：技術指針JIEG-001 照明設計の保守率と保守計画 第3版 –ＬＥＤ対応増補版-（2013））

（参考文献 （一社）照明学会：技術指針JIEG-001 照明設計の保守率と保守計画 第3版 （2005））
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